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　低位乳歯とは，隣接する乳歯を結ぶ咬合平
面もしくは辺縁隆線の高さより低位の状態に
変化したものを呼んでいる。低位乳歯に関す

る報告は過去にも多数認められるがそれら
の報告では，歯牙が歯肉縁上にみられる位置
までのものがほとんどである。今回演者らは

2歳4ヵ月男児において，一度萌出していた
左側上顎第一乳臼歯が経年的観察の結果歯
肉縁下まで低位化し，埋伏状態になった症例
に遭遇したので報告する。

　患児は歯牙の欠損を主訴として，2歳4ヵ
月時に本学小児歯科外来を受診。この初診時

の口腔内所見は，EBA　ABDIL’iTE
という状態であった。家族歴に特記すべき事
項はなく，全身状態も良好であった。既往歴
として，1歳9ヵ月時に火傷を負い，某病院
に4ヵ月間入院しており，その入院中に歯牙
の脱落を認めたということであった。
　初診時には萌出していた匝が経年的に観察

した結果　1年後には歯冠の2／3が埋伏し
ており，その後，徐々に低位下し5年4ヵ月
後には歯肉縁下にすべて埋伏してしまったの
で抜歯を行った。X線所見では，患歯の歯根

膜腔および歯槽硬線は明瞭ではないが根尖
が吸収を開始しているのが認められた。また
，抜歯時の臨床所見からはankylosisを起こ
していたのではないかと考えられた。他の萌

出歯牙に関しては，異常所見は認められなか
った。低位乳歯の原因については，癒着（骨
性癒着i），異常な咬合圧，外傷，代謝障害（

歯根膜の局所的な代謝障害），萌出力の不足
などさまざまなことが述べられているが今
回は火傷のストレスからくる異常な咬合圧が
火傷の治療中にかかりDに関しては歯根膜腔
組織に異常を生じankylosisを生じたのでは
ないかと考えられる。又，他の脱落歯に関し

ては同様の理由で動揺し脱落を生じたのでは

ないかと考えられる。又病理組織標本によ
る検索も行ったので合わせて報告する。

　目的：フッ化物配合の歯磨剤を用いて、歯

質の強化によって、鯖蝕の発生及び進行の予

防を行なう。

　対象及び方法：対象はフッ素濃度100PPMの

キャナリーナ歯磨100は主に子供に、またフ

ッ素濃度900PPMのキャナリーナ歯磨900PWは

大人を対象に用いる。方法としては、キャナ

リーナ歯磨100とキャリーナ歯磨900PWの両

者ともフッ素イオンにより歯質の強化を行な

うが、フッ素の歯質に対する反応は高濃度の

場合と低濃度の場合とで異なるが、キャリー

ナ歯磨900PWは高濃度フッ素に相当し、キャ

リーナ歯磨き100については、低濃度フッ素

の反応を示す。各々、フッ化ナトリウムの歯

質に対する反応式は下記の如くで、

1．高濃度の場合　Ca、。（PO．），（OH｝2＋20NaF

→10CaF2＋6NaPO　4＋2NaOH

2．低濃度の場合　Ca　i　o（PO，）6（OH）2＋2NaF

→Ca　l　o（PO　4｝6F2＋2NaOH

　結果及び考察：高濃度の場合、フッ素イオ

ンが歯のカルシウムに作用して、フッ化カル

シウムを作り表層に沈着し、次に表層のフッ

化カルシウムからフッ素が徐々に下層のハイ

ドロキシアパタイトのOHと置換してフルオル

アパタイトとなり歯質を強化する。低濃度の

場合は、フッ化カルシウムを作らずに直接フ

ルオルアパタイトとなり、歯質を強化させ顔

蝕の予防を行なう。

27


	0027

